
１月23日 15:00-17:00

2020年

木

第一部 (仮題) 生産者から見た農業機械化ニーズ
第二部 (仮題) 産総研発 先端技術の農業への展開

ANAクラウンプラザホテル札幌 24階【白楊の間】 札幌市中央区北３西１

【お申込み・お問合せ】 （一社）北海道農業機械工業会 （竹中、久末）
TEL：011-251-7743 FAX：011-241-0497 E-mail：info@hokunoko.jp

＊氏名・所属をご記入の上、FAX等で1月10日（金）までにお申し込みください。

氏 名 会社名・所属 電話番号

講師 ベジタブルワークス株式会社
代表取締役 佐々木 伸 氏

講師 国立開発法人産業技術総合研究所
北海道センター所長 扇谷 悟 氏

佐々木伸氏は羊蹄山麓にある真狩村で100haの野菜生産から出荷
までを行う農地適格所有法人の代表。佐々木農園の4代目として2haの
畑を受け継ぎ特別栽培に基づく野菜作りを行っている。2013年ベジタ
ブルワークス（株）の設立以来2年ごとに20ha超の面積拡大を図るとと
もに，雪下人参ジュースやレトルトとうもろこしに取組み販路拡大を図っ
てきた。会社自慢の宝である従業員が少しでも楽にと考え収穫の機械
化にも意欲的に取り組む。
今後の農業情勢変化を踏まえた機械化の方向性，新たな機械化

ニーズに向けチャレンジするメーカーへの期待をお話しいただく。

扇谷悟氏は昭和61年工業技術院北海道工業開発開発試験所を皮
切りに産業技術総合研究所の生物遺伝資源研究部門の中心的役割
を経て平成23年より北海道センター所長代理，平成30年より所長を務
める。産総研発最先端技術により一次産業の技術革新を進めるため、
オール産総研の技術をとりまとめる取り組みを進めており、道内におい
ても企業連携を進めたいと意欲。「スマート農業」の実現に向け，産総
研の得意とする情報処理，ロボット，センサー，微生物工学技術がどう
役立つか，事例を交えて紹介していただく。


